
Ⅱ 魅力ある学級経営のために 
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児童生徒の理解が重要です 
 

(1) はじめに 

特別支援学級に在籍する児童生徒の理解は、一人一人を多面的・総合的に理解していくこと

が重要です。日頃から児童生徒の気持ちを敏感に感じ取ろうという姿勢を大切にしましょう。  

学校生活のどのような場面でどのような行動が見られるのか、「障がい」として理解するの

ではなく、日常の行動観察により、個々の児童生徒の「特性」として理解し、対応の工夫をす

ることが大切です。その際は、障がいやできないこと、問題となる行動ばかりに目を向けるの

ではなく、児童生徒ができるようになったこと、得意なことや好きなことに目を向けることが

重要です。 

 

(2) 児童生徒理解の進め方 

児童生徒を深く理解するためには、主観的な理解から客観的な理解へ、さらに共感的な理 

解へと段階を進めていくことが大切です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(3) 指導や支援に向けた情報の収集 

児童生徒の障がいの状態は一人一人異なっており、多様であることから、一人一人の教

育的ニーズに応じた指導内容や指導方法の工夫が必要となります。 

そのためには、指導や支援に必要となる情報を多面的に収集し、指導計画の目標設定に

向けて情報を整理することが大切です。 

・多くの教師の多面的な観察 

・児童生徒のよさを見いだす 
情報の収集と活用のポイント 

 

○ 継続的に情報を収集する 

○ 収集した情報を整理する 

○ 検査や調査の結果のみで判断す 

  ることなく、児童生 

徒を見つめ、総合的 

に判断する 

・検査等の資料を基に判断 

・より正確に児童生徒を理解 

・内面的な要素を重視  

・心の動きを受け止める  

「学校教育の手引」北海道教育委員会（令和３年）  

「障害のある子供の教育支援の手引」文部科学省（令和３年） 

「生徒指導提要」文部科学省（平成22年） 

 

主観的な理解 

 

客観的な理解 

 

共感的な理解 
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医学的な情報  

・  

・健康状態  

・服薬や発作の有無  

・検査結果    等  

 

・成育歴や教育歴  

・家庭環境  

・生活習慣  

・保護者の願い  等  

 

・知的発達の状態  

・  

・検査等の結果  等  

教育的な情報 

・学習の状況  

・興味・関心  

・社会性、  

・指導上の配慮事項  等  

就学前からの支援を丁寧

に引き継ぎ、就学後の一貫

した支援につなげることが

大切です。その際は、個別

の教育支援計画を活用しま

しょう。  

【支援の充実に向けて】 

https://www.mext.go.jp/content/20210629-mxt_tokubetu01-000016487_01.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008.htm

